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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経皮薬物送達デバイスであって、
　（ａ）支持フィルムと；
　（ｂ）第一の接着剤層であって、
　　　　第一の接着剤、
　　　　第一のアモルファス形の治療薬、及び
　　　　水素結合形成官能基を含む第一の兼用（combination）ポリマー性安定及び分散
剤からなる固体分散物である、当該第一の接着剤層と；
　（ｃ）保護用剥離ライナーと
からなり、
　当該第一の兼用ポリマー性安定及び分散剤がポリビニルピロリドンであり、
　ここで、
　（i）当該第一のアモルファス形の治療薬が少なくとも７０℃のガラス転移温度を有し
、当該ポリマー性安定及び分散剤対当該第一のアモルファス形の治療薬の重量比が０．５
～２である；又は、
　（ii）当該第一のアモルファス形の治療薬が４０℃未満のガラス転移温度を有し、当該
ポリマー性安定及び分散剤対当該第一の治療薬の重量比が２～１０であり、
　ここで、
　当該少なくとも７０℃のガラス転移温度を有する第一のアモルファス形の治療薬がナル
トレキソンであり、
　当該４０℃未満のガラス転移温度を有する第一のアモルファス形の治療薬がスコポラミ
ンである、
　前記経皮薬物送達デバイス。
【請求項２】
　前記治療薬の少なくとも９５％が、室温で少なくとも６ヶ月間の貯蔵後にアモルファス
形である、請求項１に記載の薬物送達デバイス。
【請求項３】
　前記治療薬の少なくとも９９％が、室温で少なくとも６ヶ月間の貯蔵後にアモルファス
形である、請求項２に記載の薬物送達デバイス。
【請求項４】
　前記治療薬の少なくとも９９％が、室温で少なくとも１８ヶ月間の貯蔵後にアモルファ
ス形である、請求項３に記載の薬物送達デバイス。
【請求項５】
　前記治療薬が、前記ポリマー性安定及び分散剤を含まない同一の経皮薬物送達物中の前
記治療薬の皮膚吸収速度に比べて、少なくとも５０％増大した皮膚吸収速度を有する、請
求項１に記載の薬物送達デバイス。
【請求項６】
　前記アモルファス形の治療薬が少なくとも一つの水素結合形成基を含有する、請求項１
に記載の薬物送達デバイス。
【請求項７】
　前記アモルファス形の治療薬と前記ポリマー性安定及び分散剤との間に一つ又は複数の
水素結合があり、前記薬物送達デバイスは、前記ポリマー性安定及び分散剤を含まない同
一の経皮薬物送達デバイスと比べてより大きい分散能力を有する、請求項６に記載の薬物
送達デバイス。
【請求項８】
　前記アモルファス形の治療薬が１．０％未満の結晶化度を含有する、請求項１に記載の
薬物送達デバイス。
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【請求項９】
　前記接着剤層が０．０５～４０重量％の前記治療薬を含む、請求項１に記載の薬物送達
デバイス。
【請求項１０】
　前記接着剤層が１～２０重量％の前記アモルファス形の治療薬を含む、請求項１に記載
の薬物送達デバイス。
【請求項１１】
　前記接着剤が、ポリシロキサン、ポリイソブチレン、アクリル系接着剤、又は前述のい
ずれかのものの組合せからなる群から選ばれる、請求項１に記載の薬物送達デバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載の経皮薬物送達デバイスの製造法であって、前記方法は、
　（ａ）（ｉ）第一のアモルファス形の治療薬、及び水素結合形成官能基を含む第一の兼
用ポリマー性安定及び分散剤を含む第一の均一溶液を、
　　　　（ii）第一の接着剤又は接着剤溶液と
　　　　混合して、第二の溶液又は懸濁液を形成し、
　（ｂ）剥離ライナーを前記第二の溶液又は懸濁液でコーティングして第一の被覆剥離ラ
イナーを形成し、そして
　（ｃ）前記第一の被覆剥離ライナーを乾燥させる
ことを含み、
　当該第一の兼用ポリマー性安定及び分散剤がポリビニルピロリドンであり、
　ここで、
　（i）当該第一のアモルファス形の治療薬が少なくとも７０℃のガラス転移温度を有し
、及び、当該ポリマー性安定及び分散剤対当該第一のアモルファス形の治療薬の重量比が
０．５～２である；又は、
　（ii）当該第一のアモルファス形の治療薬が４０℃未満のガラス転移温度を有し、及び
、当該ポリマー性安定及び分散剤対当該第一の治療薬の重量比が２～１０であり、
　ここで、
　当該少なくとも７０℃のガラス転移温度を有する第一のアモルファス形の治療薬がナル
トレキソンであり、
　当該４０℃未満のガラス転移温度を有する第一のアモルファス形の治療薬がスコポラミ
ンである、
　前記方法。
【請求項１３】
　（ｄ）前記乾燥被覆剥離ライナーを支持フィルム上にラミネートする
ステップをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　（ｅ）前記ラミネートから一つ又は複数の単位剤形を打ち抜く
ステップをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０４】
　[000104]実施例１０～１５：安定なアモルファス形のナルトレキソン及びナルトレキソ
ンと水素結合を形成できるポリマー性分散及び安定剤を含有するナルトレキソンの固体分
散経皮システム。表２のデータから、ナルトレキソンは、そのアモルファス形はアモルフ
ァススコポラミンのガラス転移温度より高いガラス転移温度（７９．５℃）を有している
が、それを分散及び安定させるのに少ないＰＶＰしか必要としないことがわかる。該固体
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分散経皮システムは、結晶性懸濁液経皮システムの実施例１５より高い流量を有している
。
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